
 ２０１０年３月１２日 
             殿 

 

後期高齢者医療制度の即時廃止を求める共同声明 
賛同のお願い 

 

                         呼びかけ人 一同（別記） 

 

 

 連日のご奮闘に敬意を表します。 

 鳩山政権は、選挙公約に反して後期高齢者医療制度廃止の先送りを決定し、３年後に新

しい高齢者医療制度を創設するとしています。しかし、この制度の先送り決定は、高齢者

への負担の継続であり、制度の定着を意味しています。しかも、創設される新しい高齢者

医療制度が国民の望む内容になる保障はなく、高齢者医療制度改革会議に提示されている

協議予定では、あまりにも性急すぎる日程になっています。国民が望む基本方向は、悪法

はただちに廃止し、一旦もとの老人保健制度に戻し、改革のための国民的議論を行うこと

ではないでしょうか。別記にある呼びかけ人一同は、「後期高齢者医療制度の即時廃止を求

める共同声明」を発信し、賛同者を募り、国民世論を喚起したいと思います。 

 つきましては、貴殿（貴団体）から別紙「共同声明」に対するご賛同をいただきたく、

お願いする次第です。賛同され方（団体）の氏名については、マスコミ等に公表したいと

考えています。ご多忙中のところ誠に恐縮ですが、別紙にてＦＡＸ・メールでご返信いた

だければ幸いです。 

 

 

 
 

お問い合わせは、全日本民医連事務局次長 湯浅 健夫（ユアサ タテオ）まで  

             〒113-8465  東京都文京区湯島２－４－４  

平和と労働センター７階 

電話 ０３（５８４２）６４５１ ＦＡＸ ０３（５８４２）６４６０ 

Email t-yuasa@min-iren.gr.jp 

 
 
 

＊尚、ご返事を３月２９日までにいただければ幸いです。 
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送信先ＦＡＸ ０３―５８４２－６４６０ 

 

別紙：後期高齢者医療制度の即時廃止を求める共同声明に 

 

□ 賛同し、氏名の公表も了解する 

□ 賛同するが、氏名の公表はできない 

□ 賛同できない 

□ その他 

 
 

             （いずれかに○印をつけて下さい） 

 

（団体・個人名）                                  

 

（団体責任者職名）                                

 

（団体責任者氏名）                                

 

なお、意見等がありましたら、以下にお書きください 
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